
平成２７年２月定例県議会（本会議）における答弁要旨	
 

（質問日：平成２７年２月１９日）	
 

質問者	
 民主党	
 	
 竹内	
 圭司	
 議員	
 

質	
 問	
 要	
 旨	
 答	
 	
 弁	
 	
 要	
 	
 旨	
 答弁者	
 

 
２．生活保護世帯等の子どもの	
 

教育について 
（１）本県における生活保護世帯

の子どもの高等学校等への進学

状況及び中途退学の状況につい

てはどうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
１	
 平成２６年度の本県の高等学校進学率は	
 

９８．６パーセントですが、生活保護世帯では	
 

９０．０パーセントとなっています。 
 
２	
 また、平成２５年度の県内高等学校の中途退

学率は１.３パーセントですが、生活保護世帯で
は５．２パーセントとなっています。 

 
 

	
 

	
 

	
 

副知事	
 

諸橋	
 省明	
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２．生活保護世帯等の子どもの	
 

教育について 
（２）生活保護世帯や貧困家庭の

子どもに対する教育や、学習	
 

支援はどのようになっているの

か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
１	
 生活保護世帯の子供に対する学習支援に	
 

ついては、これまで、県内８つの市が、教員	
 	
 

ＯＢや学生ボランティアなどの協力を得て、	
 

個別指導などの支援を実施しているところで

す。 
 
２	
 本年４月から施行される生活困窮者自立	
 

支援法に基づく学習支援事業では、従来の生活

保護世帯の子供に加えて、生活に困窮している

世帯の子供も対象となり、同法に基づく学習	
 

支援事業は、県内１２市が実施する予定です。 
 
３	
 県としても、子供たちが自立に必要な学力や

生活習慣などを身に付けられるよう、優れた取

組事例などを各市に情報提供することにより、

その取組を促してまいります。 
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